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市
内
に
は
、
南
北
朝

時
代
か
ら
戦
国
時
代
に

か
け
て
の
城
跡
が
三
十

カ 
所
以
上
も
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
多
く
は
、

 
高  
部 
た
か 
ぶ 
城 
じ
ょ
う

や 
小  
瀬 
お 

せ 
城 
の
よ

じ
ょ
う

う
に
、
佐
竹
氏
の
二
、

三
男
家
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
、
佐
竹
庶
流
の

城
で
す
。

　

一
方
で
、 
部  
垂 
の
乱

へ 
た
れ

（
部
垂 
義  
元 
が
兄
の
佐

よ
し 
も
と

竹 
義  
篤 
に
討
た
れ
た
佐

よ
し 
あ
つ

竹
氏
の
内
紛
）
や
佐
竹

の
乱
（
山
入
の
乱
）
で

は
、
こ
れ
ら
市
内
の
諸
氏
勢
力
は
佐
竹
氏

本
家
と
対
立
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
佐
竹
本
家
と
合
戦
に
な
っ
た

経
緯
を
持
つ
城
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
一
つ
、緒
川
地
域
下
小
瀬
地

区
に
あ
る
川
崎
城
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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川
崎
城
は
、
下
小
瀬
地
区
川
崎
に
あ
る

た
め
、
下
小
瀬
城
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
『
新
編
常
陸
国
誌
』
に
よ
れ
ば
、
川
崎
城

は
、
小
瀬
城
、
小
瀬
高
館
な
ど
を
築
城
し

て
小
瀬
郷
を
領
し
、
足
利
尊
氏
の
奉
公
衆

で
も
あ
っ
た
小
瀬
氏
初
代
の
義
春
の
次
男

孫
二
郎
常
悦
が
築
い
た
城
で
す
。
常
悦
以

後
八
代
が
川
崎
城
を
居
城
と
し
ま
し
た
。

八
代
で
絶
家
し
た
後
は
、
佐
竹
本
家
か
ら

遣
わ
さ
れ
た
人
物
が
川
崎
を
名
乗
り
、
佐

竹
氏
の
秋
田
移
封
ま
で
こ
の
地
に
住
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

の
高
台
が
主
郭
と
想
定
さ
れ
、
全
体
で
は

五
、
六
の 
曲  
輪 
で
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う

く
る 
わ

で
す
。
北
側
に
は
高
さ
八
〇
セ
ン
チ
ほ
ど

の
土
塁
が
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
残
り
、

台
地
の
中
央
部
に
堀
跡
ら
し
き
く
ぼ
み
が

南
北
に
走
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
は
大

き
な
遺
構
は
み
ら
れ
ず
、
段
差
に
よ
っ
て

曲
輪
を
区
切
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。

　

ま
た
、
城
の
西
端
は
昭
和
三
年
の
緒
川

の
改
修
工
事
に
よ
り
大
幅
に
削
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
現
在
、
西
端
部
は 
櫓 ろ 
台 
状
だ
い
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現
在
の
川
崎
城
は
緒
川
の
左
岸
、
川
の

蛇
行
に
よ
っ
て
で
き
た
半
島
状
の
高
台
に

築
か
れ
た
平
城
で
す
。
南
北
に
二
つ
の
舌

状
台
地
が
連
な
り
、
南
は
縄
文
・
古
墳
時

代
の
遺
跡
（
川
崎
遺
跡
）
と
し
て
包
蔵
地

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
川
崎
城

は
北
側
の
舌
状
台
地
上
に
築
か
れ
て
い
ま

す
。
緒
川
に
向
か
っ
て
張
り
出
し
た
台
地

は
東
西
・
南
北
と
も
に
最
大
で
百
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
台
地
中
央
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川
崎
城
は
、文
献
史
料
か
ら
、 戦 
に
よ
っ

い
く
さ

て
落
城
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
数
少
な

い
城
跡
で
す
。

　

享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
か
ら
天
文
九

年
（
一
五
四
〇
）
ま
で
続
い
た
部
垂
の
乱

の
余
波
が
下
小
瀬
ま
で
及
び
、
川
崎
城
も

主
戦
場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
天
文
四
年

（
一
五
三
五
）
の
『
東
州
雑
記
』
に
「
下

小
瀬
ノ
河
崎
城
十
月
十
八
日
落
」と
あ
り
、

川
崎
城
が
落
城
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ま
た
、
水
戸
市
加
倉
井
町
の
日
蓮

宗 
妙 
み
ょ
う 
徳  
寺 
に
残
る
過
去
帳
に
は
「
天
文
八

と
く 
じ

年
三
月
部
垂
前
小
屋
落
打
死
亡
魂
、
同
七

年
三
月
口
尾
瀬
一
戦
亡
魂
」
と
あ
り
、
天

文
七
年
に
も
口
尾
瀬（
小
瀬
の
口
の
意
味
、

下
小
瀬
か
）
で
戦
い
が
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。
上
小
瀬
の 
立  
野 
た
て 
の

神
社
の
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
） 
棟  
札 
む
な 
ふ
だ

の
銘
文
に
も
、
戦
乱
の
た
め
に
勧
進
が
で

き
な
い
旨
の
記
述
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
天
文
期
の
小
瀬
周
辺
の
混
乱
状
況
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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▲川崎城鳥瞰図（余湖浩一氏作図）

の
高
台
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
工
事
前
に

ど
の
よ
う
な
遺
構
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で

存
在
し
て
い
た
の
か
は
残
念
な
が
ら
不
明

で
す
。

　

現
状
で
は
、
川
崎
城
は
南
・
西
・
北
の

三
方
を
緒
川
に
臨
む
崖
で
守
っ
て
い
ま
す

が
、
東
側
の
防
御
施
設
は
明
確
で
あ
り
ま

せ
ん
。
東
側
の
高
台
及
び
山
に
も
当
然
防

御
施
設
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
川

崎
城
跡
の
城
域
は
現
在
よ
り
も
拡
大
す
る

可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

▲北側の土塁

▲城跡東側の山


